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2014年1月21日
株式会社モビリティランド

鈴鹿サーキット

モータースポーツ顕彰決定のご案内

鈴鹿サーキットでは1987年よりモータースポーツの発展、新興、ならびにファン拡大につながる顕著な活躍、活動、

功績を残された個人、団体を対象にモータースポーツ顕彰を、また大きな活躍が期待される個人を対象にライジン

グアワードを設定し、その功績を広く知っていただくとともに感謝の意を表してまいりました。

2013年も東京運動記者クラブモータースポーツ分科会、JMS（日本モータースポーツ記者会）、JRPA（日本レース

写真家協会）、RRPA（日本ロードレースプレス協会）の皆様のご協力のもとに表彰者、団体を選出し、顕彰を決定い

たしました。

なお、授彰者の皆様は2014年3月2日（日）、「2014 モータースポーツファン感謝デー」にて行われる授彰式に参加

予定です。

■２０１３年モータースポーツ顕彰 （2013年に顕著な活躍をした個人・団体など）

山本尚貴
（やまもと なおき)

昨年、選手権第3位で迎えたスーパーフォーミュラ第7戦（最終戦）で、レース1、レース2
ともに予選ポールポジションを獲得。決勝でもそれぞれ優勝、3位を獲得し、逆転で国内
トップフォーミュラのチャンピオンとなりました。SUPER GTにおいてもポッカサッポロ1000kmで
初優勝を果たし、国内4輪レースにおいて目覚ましい活躍をしています。
また、カート教室を開きモータースポーツを通じたさまざまな人生経験を次世代の子ども
たちに伝えるなど、幅広い活動をされています。
今後、国外も含めたレースシーンでのさらなる活躍に注目が集まっています。

■２０１３年モータースポーツ特別顕彰 （2013年に特別な活躍をした個人・団体など）

加賀山就臣選手が立ち上げた自身のチームで、芳賀紀行選手、ケ
ビン・シュワンツ選手を擁し、鈴鹿８耐に参戦。メーカーの垣根にとらわ
れないドリームチームで、国内外から大きな注目を集めました。また、決
勝レースでは3位表彰台を獲得し、7万人を超える観客に興奮と感動
を与えてくれました。

Ｔｅａｍ ＫＡＧＡＹＡＭＡ



-2/2-

■２０１３年モータースポーツ功労顕彰 （長年にわたり、ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂの発展貢献した個人・団体）

株式会社 ＮＩＰＰＯ
さまざまなレースを開催するサーキットを、パートナーとしてF1第1回から第25回大会に至
るまで、絶えることなく支え続けてくれています。精度の高い舗装技術はF1ドライバーから
の評価も高く、日本におけるモータースポーツの発展に多大な役割を果たしてくれています。

■２０１４年ライジングアワード・４輪 （2014年に活躍が期待される４輪選手）

阪口 晴南
（さかぐち せな 14歳)

2013全日本カートKF2チャンピオン、2013鈴鹿選手権J-RMCクラスチャンピオンを獲得
し、全日本カートKF2クラスでは全戦ポールポジションを獲得するなど、圧倒的な速さを見
せつけました。10歳の頃には当時スクールの講師だった元F1ドライバー中野信治氏を抑
えて勝利するなど、非凡な才能を発揮。次世代の4輪レース界を背負う若手として期待
を集めています。

■２０１４年ライジングアワード・２輪 （2014年に活躍が期待される２輪選手）

國峰 啄磨
（くにみね たくま 15歳)

2013年全日本ロードレース選手権J-GP3クラスで年間ランキング２位を獲得するとともに、
12～17歳で争われるユースカップの年間チャンピオンに輝きました。2013シーズンは３勝を挙げ、
最終戦鈴鹿では負傷を抱えながらも２位表彰台に入るなど、強さを見せました。これからも、
ロードレース界期待の若手として、大きな活躍が期待されています。

当顕彰の授彰式が行われる「2014モータースポーツファン感謝デー」への特別無料ご招待券を、

ホームページにてダウンロードいただけます

＜ゆうえんちモートピアパスポートが割引になるクーポン券付！＞

詳細は鈴鹿サーキットホームページをご覧ください。 http://www.suzukacircuit.jp/msfan_s/ 


